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午前１０時０７分開会 

○事務局（植田）  

 それでは、ただいまより、第２回ジェトロ環境社会配慮ガイドライン策定委員会を初めさせ

ていただきます。 

 まず最初に、本日初めて参加をいただいております委員の方がいらっしゃいますので、ご紹

介をさせていただきます。 

 満田委員。どうぞ、一言いただけますでしょうか。 

○満田委員 地球人間環境フォーラムの満田と申します。 

 地球人間環境フォーラムというのは、地球環境問題一般を調査研究して、政策提言をしてい

る団体です。私自身は国際金融機関の環境社会配慮、また、開発途上国における企業の社会的
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 原科委員長、よろしくお願いいたします。 

○原科委員長 それでは、これはもう皆さんよくご存じのことでございますけれども、環境ア

セスメントがどんなようなものか、それをもう一度確認する意味で、30分ほど時間をいただい
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 ただ、コミュニケーションという点では、もっといろいろやられてもいいと思います。しか
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影響についてのことだと思うんですけれども、この社会的影響の方、住民の生活への影響とか、
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ちろんやっております。そこから先は企業の方のビジネスリスクをどうとらえるかと判断にな

ります。そういう整理をしてきたわけでございます。 

○住吉理事 中小企業の海外投資の支援というのは、現在は、どうしても国内で食べていけな

くなってしまって海外へ出て行かざるを得ないと、そういう場合に、そうですよねと、じゃ、
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ども。 

 ぜ あたり、ワーキンググループ 中でどういう整理をされたのかということと、ＣＳＲの
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 例えば、国連のグローバルコンパクトのような枠組みだとか、あるいは一部のＮＧＯや企業
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んですけれども、いかんせんやはり日本というのはパッケージングとデザイン、この辺が結構、

実際に売れるかどうかというところでポイントになってくるものですから、パッケージング及

びパッケージングデザインの分野で専門家を送って、中南米何カ国かで、３年間ほどかけて指

導してきている事例もございます。それから、例えば有機食品、こういったものも中南米等で

今まで専門家を送った指導等をやってきております。 

 さらに現在、エジプトやトルコなどでも有機食品について、専門家を送って指導等を行って

おります。 

 そのほか、例えばエジプトの建材とか、あるいは自動車部品の指導を行っております。それ

から、つい最近まで当ビル５階の幣機構展示場で、南米３カ国展というのをやりましたけれど

も、食品分野といった特定の分野に絞るのではなく、ウルグアイ、パラグアイ、ボリビアの
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している日本企業と、そうでないアジアの別の国の企業と同じようなものをつくっているとき

に、やはり競争力が落ちる。工場に排水処理装置をつけていないのと、つけているところとの

不公平感がある。そういう相談というのはありますね。 

○住吉理事 むしろ、日本側はつけているんだけれども、よその、例えば中国のそういうとこ

ろはやらないでということになると。 

○原科委員長 現実的にはそういうことがあるんですか。 

○山田部長 例えばラーメン生産の工場がありますよね。排水路に行かれるとわかりますけれ

ども、何ともいえないにおいがするわけです。排水処理をやっている企業と、やっていない企

業の競争力の差が出る。これをどうするのかという、この種の相談というのはあります。多分

すべて一々報告されていないかもわかりませんが、直面する現実ですね。 
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話しするというケースはございます。 

○原科委員長 どうゆ丼
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はいろいろ情報を提供していただいたと思います。 

 それで、次回を12月のいつにするか決めましょう。 

○事務局（植田） 18日の週ですと、18、19、22。 


